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お知らせ

岡山三川氾濫シミュレーション
～もし、吉井川・旭川・高梁川が氾濫したら～

６月１５日から吉井川・旭川が、６月１６日から高梁川がそれぞれ出水期に入ります。

岡山を流れる三大河川、吉井川・旭川・高梁川の、主に下流域を管理している岡山河川工
事事務所では、この出水期にあわせて、洪水氾濫シミュレーションを作成し公開することとし

ました。
この氾濫シミュレーションは、吉井川・旭川・高梁川の洪水による氾濫で浸水する可能性の

あるところや避難場所、避難方法などを示したもので、水害に関する予備知識を地域住民の
方々にお持ちいただくために作成したものです。

国土交通省では、洪水による氾濫を少なくするため、川やダムの工事を進めていますが、
完成までには長い年月がかかります。そのため、みなさんの住んでいる地域が、洪水氾濫に

よってどれぐらいの浸水被害を受けるのかをご理解いただき、防災への関心を高めていただ
くとともに、緊急時の水防・避難活動や、水害に強い生活様式への工夫などに役立てていた

だければと考えています。
この氾濫シミュレーションは、防災機関並びに図書館へ の形で配布するほか、６CD-ROM

月１５日から岡山河川工事事務所のホームページでも公開します。

http://www.okakawa-mlit.go.jpＵＲＬ：

CD-ROM▲ 岡山三川氾濫シミュレーション

国土交通省 岡山河川工事事務所
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岡山三川氾濫シミュレーションについて

背景
国土交通省では、全国各地で毎年のように発生している洪水氾濫を減少させるた

め、治水施設の整備を進めているところですが、その整備水準は決して高いとはい

えず、完成までには長い年月を要する状況にあります。また、想定している規模以
上の洪水が起こる可能性もあります。

そこで、万が一洪水により氾濫が生じた場合でも、被害をできるだけ少なくする
ため、事前に地域住民の方々に対して河川の氾濫に係る「情報の開示と共有」を図

るというソフト面での対策もハード面の対策と共に重要です。
このことから、全国の直轄管理河川について、大洪水が発生し、もしも堤防が決

壊した場合に想定される浸水状況を、インターネットやCD-ROM等で地域住民の方々
へ公開していくこととしました。

目的
、 「 」「 」「 」この氾濫シミュレーションは 岡山を流れる三大河川 吉井川 旭川 高梁川

の洪水により浸水する可能性のあるところや、避難場所、避難方法などを示したも
ので、水害に関する予備知識を地域住民の方々に持っていただければと考え作成し

ました。
この内容は、川やダムの整備の目標としている規模（150年に１度程度）の豪雨が

あったときに、もしも堤防が決壊した場合、氾濫が時間とともにどう広がっていく
のかを分かりやすく示したものです。

この氾濫シミュレーションにより、
①当該地域は、洪水氾濫によってどれぐらいの浸水被害を受けるのかを知り、

②防災への関心を高め、緊急時の水防・避難活動などに活用し、
③併せて、水害に強い生活様式への工夫に役立てていただきたい

と考えています。

＜参考：各河川の出水期＞

吉井川 ： ６月１５日～１０月１５日
旭 川 ： ６月１５日～１０月１５日

高梁川 ： ６月１６日～１０月２０日
※出水期とは、過去の洪水の実績をもとに、洪水の起こりやすい時期を各河川毎に定めた期間です
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